近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１クール日報（１月２５日～1月３０日）
	報告日
天気
	1月２８日（日）
晴時々雨　気温 　最高６度（最低１度）
	報告者
	大阪府社協：本田、吹田市社協：新宅
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	6:45　出発
8:00　志賀町VC到着、朝礼
9:00 　V受付
　　　 V活動
15:00 　V活動終了
16:30  ミーティング
 18:30～　移動（宿泊地まで）
21:00～　情報共有

	報告事項

	■決定事項等
・ニーズ数177件。現調47件。
・完了ニーズは12件。
・昨日までの改善点は概ね解決し、順調にセンターが運営されている。
・車両に災害VC（支所）、活性化センター（本所）、仮置場（２か所）の連絡先がわかるように社内にチラシを設置。
・志賀地区の仮置場として旧志賀中学校Gに仮置場が設置される（1月29日より）。また、昼休憩が入る。
・防災科学技術研究所より大判地図の提供（推定震度分布等）いただき提示。
・県民VCバスのVは、２月２日まで20人で依頼をしているが、３日以降の人数について要検討。
・オリエンテーション資料の見直し。V活動中はマッチングの携帯番号、余震時は総務の携帯番号を使用。
・余震時の対応について、安全確認を行ったうえで、震度５弱は、活動中止、震度３～４はリーダーに確認のうえ活動の判断を行う。

	今後の主な予定
	・明日は県民VCから14人の活動を予定。一般Vは当日受付。

	調整課題・所感等
	・キントーンの検索機能でニーズIDでも検索できると便利。QRコードのルート機能不具合について確認が必要。
・現調の写真は複数台のタブレッドで撮影しているが、USB等で情報集約できると確認がスムーズ。
・一般Vの扱い（ほぼ県外から）について整理する必要あり。
・試行錯誤しながらセンター運営を行っているが、地元社協や派遣職員間の意思疎通は良好。

	その他
	・地元社協が主体的ににセンター運営を担えるよう、派遣職員でサポートしていく。




